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剔
㈲
刊
．
．
．
兄
到
頭
到
り
．
回
心
㈲
月
池
川
刊
側
語
部

と
し
て
姑
ま
っ
た
『
和
楽
踊
り
』
が
↓
０
０
周
年
を
迎
え

一
８
月
２
目
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

● ■ ● ■

過
日
、
平
田
日
光
事
業
所
長
・
後
藤
ス
カ
イ
ア
ル
ミ
日

工
場
長
と
日
精
会
役
員
と
の
懇
談
会
で
「
Ｉ
０
０
周
年
一

念
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
の
話
に
な
り
、
目
精
会
と
し

出
来
る
限
り
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
目
精
会
『
お
休
み
処
』
の
場
所
を
適
地
に
設
置
。

②
定
年
退
職
者
招
待
合
で
、
『
古
河
電
工
社
歌
』
を
唱
う
。

③
目
精
会
会
員
が
浴
衣
を
着
て
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に

　
団
体
で
踊
る
。
（
ク
ス
キ
・
ハ
ジ
マ
キ
・
ゾ
ウ
リ
は
合

　
で
準
備
す
る
が
、
浴
衣
は
各
自
用
意
）

④
過
去
の
『
和
楽
踊
り
』
写
真
を
食
堂
に
掲
示
す
る
。

⑤
Ｊ
Ｒ
大
沢
駅
か
ら
午
後
３
時
に
バ
ス
配
車
。
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古
河
電
工
日
光
事
業
所

退
職
者
の
今

日
精
会

発
行
責
任
者
　
日
野
　
完
治

編
集
責
任
者
　
太
田
　
啓
三

日
精
舎
旅
行
診

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学

　
９
月
４
目
、
恒
例
の
日

精
会
旅
行
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
日
帰
り
の
行
事

で
、
昨
年
完
成
し
た
「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
と
「
隅

田
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
「
靖

国
神
社
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

Ｏ
　
会
費
　
９
５
０
０
円

Ｏ
　
募
集
人
員

　
　
４
０
名
に
な
り
次
第

　
　
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま

　
　
す
。

　
　
　
（
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
入
場

　
　
　
券
の
確
保
が
４
０
名

　
　
　
の
た
め
）

Ｏ
　
募
集
締
切
日

　
　
８
月
９
日
（
金
）

　
　
各
支
部
長
ま
で
。
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谷
さ
ん
残
念

　
７
月
2
1
日
行
わ
れ

た
参
議
院
選
挙
は
、

二
期
十
二
年
の
実
績

を
も
と
に
三
遷
を
目

指
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
結
果
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
日
精
会
会
員
の
皆

様
に
は
温
か
い
ご
支

援
を
頂
き
感
謝
致
し

ま
す
。

　
谷
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
福
祉
政
策
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
人
柄
も
温

厚
で
国
会
の
良
識
と

ま
で
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
選
挙
結
果

　
谷
　
ひ
ろ
ゆ
き

栃
木
県
1
5
8
,
5
7
7
票

日
光
市
9
J
0
7
票

比
例
区

当
選
石
上
と
し
お

　
労
組
か
ら
の
支
援

要
請
に
応
え
て
い
た

だ
会
員
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
わ
ら
く
い
け

▼
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
２

年
４
ケ
月
を
経
過
し
た
が
、
依

然
と
し
て
放
射
能
の
危
険
は
続

き
、
い
ま
だ
に
多
く
の
人
た
ち

が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
原

発
再
稼
働
を
進
め
よ
う
と
し
た

り
、
業
界
の
後
押
し
で
輸
出
ま

で
し
よ
う
と
し
て
い
る
白
・
公

の
政
治
に
は
憤
り
を
感
じ
る
。

▼
「
人
の
命
は
地
球
よ
り
も
重

い
」
健
康
で
安
心
し
て
人
生
を

全
う
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
も

　
「
選
挙
の
時
だ
け
の
空
公
約
に

踊
ら
さ
れ
、
憲
法
改
悪
・
消
費

税
率
引
き
上
げ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、

国
民
に
と
っ
て
は
苦
難
の
未
来

に
な
る
の
で
は
と
危
惧
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
▼
特
に
、
選
挙
の

結
果
を
武
器
に
「
憲
法
改
悪
」

を
し
て
、
日
本
が
戦
争
の
で
き

る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
意

図
が
見
え
見
え
で
あ
り
、
危
険

極
ま
り
な
い
。
選
挙
の
結
果
と

は
い
え
、
国
の
将
来
を
握
る
国

会
議
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
戦
争

を
知
ら
な
い
年
代
に
な
っ
て
お

り
、
安
心
し
て
国
政
を
預
け
ら

れ
る
状
況
に
は
な
い
。
▼
と
こ

ろ
で
、
「
和
楽
踊
り
」
が
百
周
年

を
迎
え
、
日
精
会
と
し
て
は
盛

り
上
げ
よ
う
と
準
備
を
進
め
て

い
る
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
久
し

ぶ
り
に
踊
っ
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
　
（
Ｋ
・
Ｏ
）



　　将　部大会結果

　６月１日、日光福祉センタ

ーで、参加者１３名を実績に

応じて２組に分けて組毎にリ

ーグ戦行いました。

Ａ組

優勝

2位

3位

Ｂ組

優勝

２位

3位

斉藤　　務

高頭康志夫

斉藤　治一

(安良沢)

(安良沢)

(大沢西)

た

、
贈
偏
司
Ｊ
Ｊ
Ｊ

＼

…
…
…
ご
．
よ
言
上
　
　
Ｃ
、
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渡辺　治夫(安良沢)　　E　　。－｡－｡－－74S?i)

liiij緬il{辰

堀田　清之(大沢西)　　夏r　l_沓き　ｌ　　ｓ　八奏ど

（部長　薄井和彦）　の

　　　囲碁部大会

　６月１２日、日光公民館で

参加者７名でリーグ戦を行

いました。

優勝　斉藤　治一（大沢西）

２位　山崎勇一郎（今市南）

３位　大門　　均（森友）

４位　星　　防人（大沢東）

５位　冨本　伸治（久次良）

　　　　　（部長　星　防人）

か
く
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　
松
本
市

よかは

いでさ

汗心わ

高二

原千

の封
を地や風

『
美
ケ
原
高
原
』

を
楽
し
み
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
ま
れ
、

七
月
十
九
目
、
部
員
５
６
名
が
参
加
し
て
バ
ス
２
台
で
初

‐
　
　
　
　
（
部
長
　
犬
門
　
新
二

　　ゴルフ部大会結果

　５月２３目市民ゴルフ場で、

３７名が参加して熱戦が展開

されました。

　(賞)

優勝

２ｲ立

３位

４位

５位

６位

７位

８位

９位

10ｲ立

　(名前)

福田　好孝

笹沼　　静

神山

君島

沼尾

林

広繁

末吉

隆雄

(支部名)

(久次良)

(大沢東)

(大沢西)

(清滝)

(大字)

亮（安良沢）

川田　盛一（久次良）

神山　敏子（清滝）

増子　　隆（大字）

斉藤　義雄（大字）

　　（部長　狐塚正夫）

街
を
眼
下
に
、
雲
の
上
に
浮
か
ぶ
北

ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
バ
ス
中
は
感
嘆

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
遠
地
の
た
め
、
バ
ス
移
動

の
時
間
が
長
か
っ
た
と
の
声
が
あ

り
、
次
回
の
反
省
点
に
な
り
ま
し
た
。

の

　　　　　平成２５年（2013j）7月

女性部から映画会のお知らせ

　　　　　『もうヒトハナ、咲かそ』！

映画：『人生、いろどり』

日時：８月３１日（土）

　　　午前１０時半・午後１時半　２回上映

場所：日光市中央公民館　中ホール

会費：５００円（個人負担）

ご　Ｇゴルフ部大会結果

Ｌ∧５月１２目今市大谷川グリ

　ーンパークＧゴルフ場で３３

名（内女子10名）が参加して

熱戦が展開されました。

　　　　　　＜男子＞

　（賞）　　（名前）　　　（支部名）

　優勝　金田　　博（今市北）

　２位　加藤　則男（安良沢）

　３位　林　　　亮（安良沢）

　４位　鷹箸　　仁（豊岡）

　５位　大門　　均（森友）

　　　　　　＜女子＞

　優勝　福田スミエ（安良沢）

　２位　中山志津子（安良沢）

　３位　大門ミヤ子（森友）

　４位　大谷　昌子（安良沢）

　５位　加藤　静江（安良沢）

　　　　　（部長　篠原　勝男）

　
カ
ラ
オ
ケ
部
報
告

　
六
月
十
四
目
、
今
市
「
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ

ン
」
で
　
一
〇
名
が
参
加
し
て
各
自
５
曲
を

唱
い
、
日
頃
の
ノ
ド
自
慢
を
披
露
し
、
参
加

者
１
同
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健
康
保
持
に
も
効
果
的

で
す
の
で
、
入
会
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
部
長
　
増
渕
　
秋
夫
）

　
�
闘
麗
■

謹
ん
で
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

●
六
月
　
細
尾
　
星
野
一
様
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一

久
次
良
　
田
中
　
光
男
様

■ 個 ｰ S ● 個 I 個

所

町

福
田
　
敏
男
様

（
ア
ン
ノ
ウ
）

　
　
ゴ
ル
フ
部
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　　　　　　　西○　　　　久

７
月
入
会

町
　
川
田
　
勇
様

　
　
　
（
製
茶
圧
延
）

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
部

ー Ｓ ・ ● Ｓ ● ● ● ● ● ●

次
良

渡
辺
　
一
夫
様

（
古
河
ラ
イ
フ
）

　
　
Ｇ
ゴ
ル
フ
部

　
　
カ
ラ
オ
ケ
部
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ス
カ
イ
第
二
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上
げ
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う
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い
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今
市
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舛
田
　
賢
一
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索
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入
会
を
歓
迎
し
ま
す
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